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Ⅰ  調査概要 

 

【 平成１７年度 新入社員意識調査 調査概要 】 

 

 

 

    調査実施主体    熊本商工会議所 

    調 査 目 的     本調査は、企業繁栄の原動力となる新入社員の就職決定までのプロセスや 

                    新社会人としての意識等を調査し、今後の事業展開の参考資料とすること 

を目的とする 

    調 査 期 間     平成１７年４月４日（月）～同年４月８日（金） 

    調 査 対 象     当所が主催した平成１７年度新入社員合同入社式・研修会の参加者及び熊本

                    市内企業の新入社員 （計６７社３４８人に調査票を配布） 

    有効回答数      ３２４人 （有効回答率９３．１％） 

 

 

 

 

対象者内訳 

 

 

 男  性 女  性 計 

  中  学  卒         ２         １        ３ 

  高  校  卒        １８        ３８       ５６ 

  専門学校卒        １１        ３２       ４３ 

  短  大  卒         ４        １５       １９ 

  大  学  卒        ９４       １０９      ２０３ 

      計       １２９       １９５      ３２４ 

 

 

 

 



Ⅱ　最終学歴と性別

全    体 全体（％）
全    体 324 100.0
中 学 卒 3 0.9
高 校 卒 56 17.3
専門学校卒 43 13.3
短 大 卒 19 5.9
大 学 卒 203 62.7
不  明 0 0.0

学歴・男女別 （人）
男   性 女   性 全    体

中 学 卒 2 1 3
高 校 卒 18 38 56
専門学校卒 11 32 43
短 大 卒 4 15 19
大 学 卒 94 109 203
不  明 0 0 0

全    体 129 195 324

男 女 別
人数（人） 全体（％）
129人 男  性 39.8
195人 女  性 60.2

324人 100.0

全      体

大 学 卒
62.7%

短 大 卒
5.9%

専門学校卒
13.3%

高 校 卒
17.3%

中 学 卒
0.9%

学歴･男女別
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女  性
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60.2%

男  性
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39.8%



 
 

 

 

Ⅲ  ＰＯＩＮＴ 

 

 

 

ポイント① 就職先決定には「勤務地」「職種」を優先しつつも、「休日・休暇」も考慮⇒Q2に関連 

 
「勤務地」「職種」「業種」などが上位にあるもの、前年比でそれぞれ５～６ポイント減少。一方「休

日・休暇制度」２８．４％は、前年比で８．８ポイントの増加となった。求職者側の判断基準の多

様化が感じられる結果となった。 
 
 
 
ポイント② 入社先への不安は「仕事適応」、そして会社に希望することは「十分な指導・教育」

⇒Q3・Q5に関連 

 
入社先への不安の上位には、「仕事適応」５９．０％、「人間関係」５５．２％となり、全体的な傾

向は前年と変化はないものの、ともに７～１１ポイントの減少となった。また会社に希望すること

では全体で「十分な指導・教育」が５８．０％、学歴別に見ると大学卒が６４．５％と一番高く、

次いで専門学校卒の６０．５％という結果となった。 
 
 
 
ポイント③ 社会人となって一番欲しい品物は「車」、そして「海外旅行」「家・マンション」 

「パソコン」「国内旅行」⇒Q１３に関連 

 
性別に関係なく「車」が高い人気を集め４４．８％でトップ。次いで「海外旅行」は女性に人気が

高く２７．５％で 2位、一方、「家・マンション」は男性に人気が高く２３．５％となり 3位であ
った。そして4位にはビジネスツールとして「パソコン」、5位に「国内旅行」という結果であった。 
 
 
 
 
 
 
 

 



Ⅳ　内　　容

（抜粋）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（全体） 37.2% 42.4% 46.8% 44.7% 45.1%

）

◇前年の結果グラフ◇

全     体

0.0

63.3

14.5

15.1

9.0

31.2

3.7

45.1

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

学校

就職情報機関（就職情報誌）

両親・親戚・知人

友人・先輩

就職ガイダンス

職業安定所

インターネット

その他

無回答

                                       （％）

全           体

0.5

72.6

11.9

11.9

6.4

29.7

5.0

44.7

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

学校

就職情報機関（就職情報誌）

両親・親戚・知人

友人・先輩

就職ガイダンス

職業安定所

インターネット

その他

無回答

                                       （％）

Ｑ１ 　　就職に関する情報は主にどこから得たか？（重複回答）
 ⇒  トップは「学校」６３．３％、次いで「インターネット」４５．１％
             ～大学卒は、「インターネット」が６４．０％でトップ～

傾向として大きな変化は見られなかったものの、トップの「学校」が９．３ポイント減少するなど、収
集の手段が多様化していることが推測される。
学歴別では、大学卒のトップが「インターネット」、高校・専門学校・短大卒のトップが「学校」となっ
ている。
また全体では、「インターネット」が、１５年まで増加傾向にあったが、最近はほぼ横ばいで推移し
ている。



（抜粋）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

勤務地 49.5% 50.2% 51.6% 55.3% 50.3%

職種 44.5% 50.0% 46.5% 50.2% 43.5%

業種 34.7% 36.1% 38.8% 40.6% 34.3%

会社の安定性 32.8% 32.4% 39.4% 30.1% 32.7%

休日休暇制度 18.9% 21.7% 18.9% 19.6% 28.4%

）

　　　　　　　全　　　　体

1.9

0.3
2.2

22.8
32.7

50.3

34.3

43.5
10.5

9.9
28.4

12.7

25.6

2.2
9.3

9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

会社の将来性

会社の安定性

勤務地

業種

職種

勤務時間

賃金

休日・休暇制度

家族の意見

会社の雰囲気

実力主義の会社

会社の規模

福利厚生の充実

他に適当な会社がなかった

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

　◇前年の結果グラフ◇　　　　             　　全     　体

21.9

30.1

55.3

40.6

50.2

9.1

11.0

19.6

11.9

26.0

2.3

5.9

9.6

0.9

0.9

2.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

会社の将来性

会社の安定性

勤務地

業種

職種

勤務時間

賃金

休日・休暇制度

家族の意見

会社の雰囲気

実力主義の会社

会社の規模

福利厚生の充実

他に適当な会社がなかった

その他

無回答

                                       （％）

Ｑ ２    就職先を決定する際に重視したことは何か？（重複回答）
⇒　トップは「勤務地」５０．３％次いで「職種」４３．５％「業種」３４．３％で、ともにポイント減
              ～「休日・休暇制度」２８．４％は前年比８．８ポイント増～
１３年から「勤務地」「職種」の順に、変化は見られない。「休日・休暇制度」は特に女性のポイントが高く、
前年から８．８ポイントの増加の２８．４％となった。



（抜粋）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

仕事適応 48.9% 55.6% 62.5% 70.3% 59.0%

人間関係 53.0% 50.5% 52.2% 62.6% 55.2%

）

　　　　◇前年の結果グラフ◇

　　　　　　　全　　　　体

3.1

1.2

12.0

3.1

55.2

5.6

10.8

15.7

14.2

59.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

仕事への適応

配属先

勤務時間

休日・休暇制度

会社の将来性（安定性）

会社での人間関係

身分

賃金

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

              全       体

70.3

15.1

17.4

11.0

6.4

62.6

2.3

18.3

0.9

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

仕事への適応

配属先

勤務時間

休日・休暇制度

会社の将来性（安定性）

会社での人間関係

身分

賃金

その他

無回答

                                       （％）

Ｑ ３    入社する会社に不安があるとすればどんなことか？（重複回答）
           ⇒  トップは「仕事適応」５９．０％、次いで「人間関係」５５．２％

「仕事適応」が前年から１１．３ポイント減少したものの昨年と同じくトップ。
次いで「人間関係」となっている。ともに女性のポイントが高かった。



）

◇前年の結果グラフ◇

　　　　　　　全　　　　体

0.0
3.4

0.3

49.4

20.7

19.8

52.2

33.3

20.7

36.7

51.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

責任感

忍耐力

創造力

社交性

積極性

協調性

柔軟性

一般的な知識・教養

特にない

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

              全       体

60.3

40.2

25.1

32.9

58.9

23.3

21.5

53.0

0.5

2.7

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

責任感

忍耐力

創造力

社交性

積極性

協調性

柔軟性

一般的な知識・教養

特にない

その他

無回答

                                       （％）

Ｑ ４    就職するにあたり自分がもっと身につけなければならないものは何か？（重複回答）
        ⇒トップ３は「積極性」５２．２％、「責任感」５１．２％、「知識・教養」４９．４％で、ほぼ同数となった。



（抜粋）
平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

十分な指導・教育 41.0% 45.6% 53.8% 61.2% 58.0%

）

◇前年の結果グラフ◇

）

　全　体

0.9

0.6

15.7

9.0

20.7

6.2

26.2

58.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

十分な指導・教育をして欲しい

自分の能力を活かして欲しい

自主性を尊重して欲しい

仕事とプライベートの区別をはっきりして欲しい

労働条件の改善

特にない

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

    全 体

61.2

22.8

8.7

16.4

13.2

16.0

2.7

1.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

十分な指導・教育をして欲しい

自分の能力を活かして欲しい

自主性を尊重して欲しい

仕事とプライベートの区別をはっきりして欲しい

労働条件の改善

特にない

その他

無回答

                                       （％）

Ｑ ５    会社に希望することはどんなことか？（重複回答）
          ⇒  トップは「十分な指導・教育」５８．０％

トップの「十分な指導・教育」は、前年まで増加の傾向にあったが、今回は、ほぼ横ばいとなった。



）

◇前年の結果グラフ◇

全体

同僚より多くの仕
事（量）を頑張りた

い
（52.5%）170人

同僚と同じ仕事
（量）　　で頑張り

たい
（20.1%）65人

どちらとも
いえない

（25.6%）83人

無回答
（1.9%）6人

全体

同僚より多くの仕
事（量）を頑張り

たい
（51.6%）113人

同僚と同じ仕事
（量）　　で頑張り

たい
（15.5%）34人

どちらとも
いえない

（32.0%）70人

無回答
（0.9%）2人

Ｑ ６    あなたは仕事に対して姿勢はどうか？
          ⇒ 「同僚より多くの仕事を頑張りたい」が過半数の５２．５％

傾向としては、昨年と大きく変化は見られなかった。「同僚より多くの仕事」は男性のポイントが高かった。



◇前年の結果グラフ◇

　　　　　　　全    体

4.3

3.4

17.9

44.4

46.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

営業成績など実力で認められたい

専門知識で認められたい

経営に参加したい

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

             全    体

1.4

2.3

48.4

53.0

10.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

営業成績など実力で認められたい

専門知識で認められたい

経営に参加したい

その他

無回答

                                  （％）

Ｑ ７    会社における自分の将来についてどう考えるか？（重複回答）
          ⇒  トップは「実力で認められたい」４６．０％
次いで「専門的な知識で認められたい」が４４．４％
学歴別の専門学校卒では「専門知識」が６５．１％でトップとなった。
「経営に参加したい」は、全体で１７．９％であった。学歴別では高校卒が２８．６％、次いで大学卒が１６．７％
となり経営参画への意欲が大学卒より高校卒の方が高いという結果となった。



（抜粋）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

仕事 20.8% 25.4% 24.7% 26.9% 23.1%

プライベート 18.3% 15.1% 17.6% 14.6% 19.8%

どちらともいえない 59.0% 57.8% 56.4% 58.0% 55.2%

）

◇前年の結果グラフ◇

全   体

どちらとも
いえない

（55.2%）１79人
プライベート
（19.8%）64人

無回答
（1.9%）6人

仕          事
（23.1%）75人

全    体

どちらとも
いえない

（58.0%）１27人 プライベート
（14.6%）32人

無回答
（0.5%）1人

仕          事
（26.9%）59人

Ｑ８    仕事とプライベートではどちらを重視するか？
          ⇒  「どちらともいえない」が５５．２％でトップ

          ～「プライベート」重視１９．８％で前年比５．２ポイント増～



(抜粋）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

収入 75.7% 68.3% 67.9% 73.5% 66.0%

知識･教養 39.4% 42.9% 39.7% 52.1% 43.8%

人間関係 55.2% 55.6% 52.9% 58.0% 58.0%

）

◇前年の結果グラフ

　　　　　　　全　　　　体

66.0

43.8

58.0

16.7

2.5

19.4

0.9

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

収入が得られる

知識・教養が得られる

人間関係が広がる

学んだ知識が生かせる

勉強から開放される

社会的地位が確保される

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

              全       体

73.5

52.1

58.0

15.5

4.1

18.3

2.7

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

収入が得られる

知識・教養が得られる

人間関係が広がる

学んだ知識が生かせる

勉強から開放される

社会的地位が確保される

その他

無回答

                                       （％）

Ｑ９    社会人になって期待していることは何か？（重複回答）
          ⇒  上位は「収入」６６．０％、次いで「人間関係」５８．０％「知識・教養」４３．８％

　　　　　～「収入」「知識・教養」はともに昨年と比べてポイント減～



(抜粋）

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

雰囲気 62.8% 71.0% 65.1% 74.4% 76.5%

やりがい 63.1% 65.6% 63.1% 67.1% 59.9%

◇前年の結果グラフ◇

全　　　　体

76.5

59.9

28.4

13.3

26.9

34.0

1.2

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

職場の雰囲気の良さ・活気

やりがいのある仕事

賃金

休暇・福利厚生

プライベートの充実

自分を理解してくれる上司

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

              全       体

74.4

67.1

26.5

10.5

35.2

43.4

2.3

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

職場の雰囲気の良さ・活気

やりがいのある仕事

賃金

休暇・福利厚生

プライベートの充実

自分を理解してくれる上司

その他

無回答

                                       （％）

Ｑ１０  あなたにとってやる気をおこさせるものは何か？（重複回答）
          ⇒  「雰囲気」７６．５％「やりがい」５９．９％が上位



（抜粋）

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

積極的に挑戦 59.3% 57.1% 60.7% 59.6%

とりあえず我慢 29.8% 32.4% 27.9% 27.8%

）

◇前年の結果グラフ◇

全     体

どんな職種でも
積極的に挑戦する

（59.6%）193人

とりあえず
我慢してその職種

につく
（27.8%）90人

無回答
（1.2%）4人

その他
（0.9%）3人わからない

（5.2%）17人

やめて新しい会社
をさがす

（0.9%）3人

職種をかえて
もらうように
働きかける
（4.3%）14人

全     体

仕事をかえて
もらうように
働きかける
（2.3%）５人

やめて新しい会社を
さがす

（2.3%）５人
わからない
（4.1%）９人

その他
（1.4%）３人 無回答

（1.4%）３人

とりあえず
我慢してその仕事に

つく
（27.9%）６１人

どんな仕事でも
積極的に挑戦する

（60.7%）１３３人

Ｑ１１  あなたは職場で希望する職種につけなかったらどうするか？
          ⇒  トップは「積極的に挑戦」５９．６％、次いで「とりあえず我慢」２７．８％



◇前年の結果グラフ◇

              全       体

無回答
（1.2%）4人

その他
（1.5%）5人

わからない
（41.7%）135人

将来は独立したい
（9.3%）30人

他に良い仕事があ
れば転職したい

（18.2%）59人

定年まで
勤務したい

（28.1%）91人

              全       体

定年まで
勤務したい

（26.0%）５７人

他に良い仕事が
あれば転職する
（17.4%）３８人

将来は独立する
（9.6%）２１人

わからない
（41.6%）９１人

その他
（4.1%）９人

無回答
（1.4%）３人

Ｑ１２   入社する会社に定年まで勤務するか？
          ⇒  トップは「わからない」４１．７％で前年並み
          「定年」までは男性４１．９％、女性１９．０％であった。



  

☆社会人となって一番欲しいもの☆　～ＢＥＳＴ５（男女別）～

※順位は全体のパーセントで表しています。

順   位 １  位 ２  位 ３  位 ４  位 ５  位

品   目 車 海外旅行 家･ﾏﾝｼｮﾝ パソコン 国内旅行

全   体 44.8% 27.5% 23.5% 18.8% 11.7%

男   性 51.2% 17.1% 34.1% 23.3% 5.4%

女   性 40.5% 34.4% 16.4% 15.9% 15.9%

　　　　　　　全　　　　体

44.8

27.5

23.5

18.8

11.7

9.6

9.6

9.0

5.6

5.2

4.3

4.0

1.5

3.4

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

車

海外旅行

家・ﾏﾝｼｮﾝ

パソコン

国内旅行

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ時計ｱｸｾｻﾘ-

家電製品

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ衣料

特にない

新型携帯電話

健康・美容器具

ペット

高級家具

その他

無回答

　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

Ｑ１３  　社会人となって今一番欲しい品物は何か?(重複回答）
          ⇒  「車」が４４．８％でトップ、
　　　　　次いで「海外旅行」２７．５％「家・マンション」２３．５％


